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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、国内外で生物多様性を保全するうえで緊要な対応を

迫られている課題を対象として、大学生を主体とする環境保全プログラムを国内外の多様なセ

クターと協働して実践することである。プログラムの開発には、保全生物学のもつ学際的、実

践的、問題解決型のアプローチを環境教育に導入し、得られた情報の蓄積・共有化・教育プロ

グラムへの活用を可能とする大学での環境科学教育の新たな展開を試みた。 

 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is development and implementation  of  

conservation education programs targeting for university students to conserve biodiversity 

in and outside of Japan with international cooperation. Interdisciplinary, practical and 

problem-solving approaches of conservation biology have integrated into conservation 

education programs and web 2.0 information tools have also developed to accumulate, 

share and make use of the results obtained by the programs. 
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１．研究開始当初の背景 

 

生物多様性は遺伝子、種、生物群集、生態
系など複数のレベル（階層）から構成されて
いるが、いずれのレベルの生物多様性も世界
各地で減少している。生態系のもつ食糧や水
資源などの供給機能、浄化や保水などの生態
系サービス機能、アメニティー機能などの 24

の機能のうち 16の機能は 20世紀の 100年間

に悪化したことが明らかにされた。生物多様
性のもつこれらの機能は私たち人類の生存
や社会・経済活動の基盤となっており、その
保全はすべての国、地域にとって重要である。
しかし、生物多様性は 21 世紀にはさらに悪
化すると予測されている（Sale et al., 2000）。 

保全生物学は世界の生物多様生の急速な減
少に直面し、1980 年代に米国で誕生した新
たな学問分野で二つの明確な使命をもって
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いる。第 1 の使命は、生物多様性の急激な悪
化の現状とその原因を明らかにすることで
ある。第 2 の使命は、減少した種や悪化した
生態系を回復するための解決策を提案し、実
践することである。したがって保全生物学は、
基礎と応用を車輪の両輪とする学際的な危
機管理の学問と位置付けることができる。研
究代表者の小堀は 1997 年に日本で初めての
保全生物学の理論的・包括的な書籍である
「保全生物学のすすめ」を海外研究協力研究
者の Primack（ボストン大学教授）と共同執
筆し、生物多様性の保全の研究・教育に長年
取り組んできた。 

 

２．研究の目的 

 

本研究の第 1 の目的は、生物多様性を保全
するうえで、グローバルとローカルな両方の
視野から、最も優先順位が高く、緊要な対応
を迫られている課題を対象として、大学生を
主体とする環境保全プログラムを国内外の
多様なセクターと協働して実践することで
ある。これらの環境保全プログラムは従来の
日本の大学の環境教育では欠けていた「環境
のための教育」と「環境の中での教育」に重
点を置く。すなわち、1)現場体験を通じて関
心をもち、2)現実の問題と向き合うことによ
って問題の所在を明確にし、3)問題解決に必
要な技能・方法を身につけ、4)問題の解決策
を実行し、5)その有効性を評価することを可
能にする教育プログラムを開発する。これら
の要件を満たすプログラムの開発には、保全
生物学のもつ学際的、実践的、問題解決型の
アプローチが極めて有効であるとの立場か
ら、保全生物学のアプロ－チを環境教育に導
入することにより、大学での環境科学教育の
新たな展開を試みる。これらの環境教育手法
を以下の具体的な３つのプロジェクトに組
み込むことにより、環境保全プログラムを開
発し、実践する。 

（１） 日本の都市の生態系の再生とそれに
伴う生物モニタリング：研究代表者の大学が
立地する横浜市では地域の多様なセクター
により、激減した横浜の原風景である谷戸田
の再生と新たな河川敷の創成が行われてい
る。大学生が主体となり、これらの生態系の
生物多様性を高める方策を実施し、その効果
を生物モニタリングするプログラムを開発
し、実践する。 

（２）  熱帯雨林の復元と生物モニタリン
グ：日本の大学生を対象として、世界遺産に
登録されているオーストラリアの熱帯雨林
の復元とその評価を目的とした 2 週間のプロ
グラムを国際フィ－ルド環境教育機関であ
る School for Field Studies(SFS)と共同実施
する。熱帯雨林のプログラムは、研究代表者
がすでに 8 年間実施し、大きな教育効果を挙

げているが、その継続研究として孤立した熱
帯雨林を植林により繋げた “緑の回廊”の
生物多様性を高め、その有効性をモニタリン
グする新たなプログラムを開発・実践する。 

（３）温暖化が生物季節に与える影響調査と
モニタリング：日本には、世界に比類をみな
い生物季節（開花、結実、渡り、繁殖の時期
など）の長期にわたる情報の蓄積があるが、
温暖化の視点からはほとんど解析されてい
ない。本プログラムでは、国際的な研究者の
プロジェクトと連動して、学生がこれらの情
報を収集し、温暖化モデルの構築に参加でき
るプログラムを開発し、実践する。 

 以上のプログラムの実施は、主に小堀と研
究分担者の上野、佐藤、および海外研究協力
者の Primack と Scarlett（SFS:熱帯雨林研
究センター）で、共同して行う。佐藤は、ア
ジア太平洋地域の様々な環境教育分野の国
際協力活動の豊富な経験を生かしたプログ
ラム開発と環境教育の評価の専門家として
プログラムの評価（プロジェクト評価、学習
評価）を行う。 

 本研究の第 2 の目的は、上記の３つの環境
保全教育の実施中に得られたデータや情報
を一元化し、知の集積、発信、活用が可能な
情報のネットワークを構築することである。
そのために、まず、様々な場所から書き込み、
参 照 で き る Wiki 的 な シ ス テ ム や
GoogleMaps API を用いた電子マップなどの
web システムを開発する。こうしたシステム
によって、サーバ上で収集されたデータを一
元的に管理し、分析することを可能にする。
さらに、国内外でのリアルタイムの情報のや
り取りや意見交換のために、独自に構築した
SNS（social network service）や、Skype を
用いてオンライン会議を行う。以上のシステ
ムの開発、使用のアレンジ、コーディネーシ
ョンは、web2.0 技術の活用による地域情報
の集約を目的とする現代 GP プロジェクトで
開発した web2.0 システムをベースに上野が
行う。 

 

３．研究の方法 

 
 国内外のプロジェクト全体の組織化は主
に小堀が行い、運営は上記 3 名で分担して行
う。 
（１）欧米の先進事例の収集と現地取材（小
堀）：保全生物学は 1980年代に米国で誕生し
た学問分野であり、米国では、多くの優れた
保全生物学の大学でのカリキュラム、実践事
例、環境保全教育プログラムがあるが、本研
究課題を実践する上で、有益な情報は日本国
内で入手するのは困難であるため、米国の大
学（フロリダ大学、コロラド大学、ワシント
ン大学など）を訪問すると共に、プログラム
を実施している現場の見学や取材、保全生物



 

 

学会の大会へ出席を通じ、取材、情報交換を
おこなう。また、環境先進国のドイツと英国
の優れた保全生物学と環境保全教育事例に
ついても、現地取材を行い、プログラム開発
に有用な情報を得る。 
（2）関係研究者によるプログラムデザイン
とモニタリング手法の標準化 （小堀・
Primack）：生物多様性や生物のモニタリング
手法の標準化は主に小堀と海外研究協力者
の Primack (保全生物学者の第一人者で、植
物、熱帯雨林が専門)が行う。 
（3）情報の集積・共有・発信のシステムの
構築（上野）：双方向の情報システムの構築
と試作：国内外の様々な場所から書き込み、
参照できる Wiki的なシステムや GoogleMaps 
APIを用いた電子マップなどの web システム
を開発する。また、独自サーバ上に SNSを使
用できる環境を構築する。 
（4）プロジェクト 【１】 都市の生態系
の再生と生物モニタリング・プログラムの開
発と実施（小堀・上野）：小堀は谷戸田の冬
水たんぼとチョウのビオトープの創成を学
生主体で、多様なセクターの協働で実施し、
その効果を学生が生物モニタリングするプ
ログラムを開発・実施する。上野は、得られ
たデータの一部を開発したマップや wiki的
なシステムに入力したプロタイプや使用マ
ニュアルを作成し、国内外のプロジェクト・
メンバー（研究者、学生）が使用可能な環境
を整える。また、SNS についても運用実験を
行う。 
（5）プロジェクト 【２】 熱帯雨林復元
と生物のモニタリングによる復元効果 （小
堀・佐藤・Scarlett）：小堀・佐藤と海外共
同研究者である Scarlett（SFS、熱帯雨林研
究センター所長）との協働により、アサトン
高原（CRS）に創成された緑の回廊
(ecological corridor)の生物多様性を高め、
その効果を指標生物（小型哺乳類、両生類、
昆虫類など）で評価する 2週間のプログラム
を開発する。 
（6）プロジェクト 【３】 温暖化モニタリ
ングプログラム（小堀・Primack）：日本、米
国、韓国、中国の合同による生物季節のデー
タ収集と温暖化が生物季節の与える影響を
明らかにできる調査手法、モデリングの開発
と標準化、フィールド調査による検証を行う。 
 
４．研究成果 

本研究では下記の環境保全プログラムを
実施し、プログラム評価を行った。また、研
究成果を国内外の学術論文、学会発表などで
公表した。 
 
（１）2009年度の成果 
①研究を実現するための国内外の運営組織
づくり：国内の運営体制は研究代表者、研究

分担者を中心に組織し、海外では、温暖化の
プロジェクトについて、本研究の海外共同研
究者であるボストン大学 Primack 教授を中
心として、関係者と組織体制を確立した。 
②研究を実施するために必要な情報収と現
地取材：2009年度は米国のボストン大学、フ
ロリダ大学、カリフォルニア大学サンタクル
ーズ校、および英国のサルフォード大学、
National Trust などを現地取材し、環境保全
活動および環境保全教育に関する情報を得
ると共に情報交換と討議を行った。 
③データや情報の集積・共有、受信システム
の構築：環境保全教育の実施中に得られたデ
ータや情報を一元化し、知の集積、発信、活
用が可能な国内および国際的な情報のネッ
トワークを構築するために、web2.0 技術を活
用し、まず、国内外の様々な場所から書き込
み、参照できる CMS(contents management 
system)や GoogleMaps API を用いた電子マッ
プシステムのプロトタイプを構築した。 
④温暖化による生物季節変化の調査とモニ
タリング：温暖化の国際プロジェクトの連携
により、生物季節の情報収集と一部の解析を
おこなった。 
⑤横浜市の都市生態系を活用した環境保全
教育プログラムの開発と実施：大学生を対象
とした環境保全教育プログラムを実施する
ための体制を確立し、「都市河川」、「谷戸田」、
「保全林」という異なるフィールドの特徴を
活かした環境教育プログラムを開発し、実践
した（論文 10、13）。 
 
（２）2010年度の成果 
①開発した情報ツールの運用：2009年度に開
発した情報コミュニケーションシステムの
管理、運営、およびこれらのシステムの改善
を行った。 
②オーストラリア熱帯雨林復元プロジェク
トの実施：開発したプログラムに基づき、
2010 年度の夏季に 2 週間、28 名の参加学生
を対象として、豪州クイーンズランド州にお
いて熱帯雨林復元プログラムを国際フィー
ルド教育機関（SFS）と共同実施しプログラ
ム評価も行った。 
③横浜市の都市生態系を活用した、環境保全
プログラムのパイロットプログラムの実
施：谷戸田の水田、大学保全林、河川敷のチ
ョウのビオトープの創成などを地域の多様
なセクターの協働で実施した。また、実践的
環境保全教育における情報共有サイトを構
築し、その教育的効果の検証も行った。 
④温暖化による生物季節変化のモニタリン
グと温暖化と桜祭りに関する調査：温暖化に
よる生物季節のモニタリングの国際共同研
究組織を本申請の海外協力者であるボスト
ン大の Primack 教授と構築し、長期データ収
集、調査手法の開発を行うとともに、その成



 

 

果発表のワークショップを開催した。またフ
ロリダ大学の Jacobson 教授と桜祭りに関す
る市民調査をおこない、その成果を公表した
（論文 6）。 
 
（３）2011年度の成果 
①横浜市の都市生態系を活用した環境保全
プログラムの実施：大学保全林を対象とした
環境教育プログラムを web2.0 の情報ツール
を用いて実践し、環境と情報の相乗効果を高
めるプログラムを開発し、参加学生の知識、
意識、態度の変化を評価した。また、創生さ
れたトンボ池のエコロジカルネットワーク
の機能を行政、ＮＧＯ，大学、市民との連携
で実践し、一部のアンケート調査も実施した
（論文 5）。 
②オーストラリア熱帯雨林復元プロジェク
トの実施：本年８月から９月の２週間プログ
ラムをクイーンズランド州熱帯雨林で実施
した。学生が現地で学んだ内容を webレポー
トとし、大学のホームページに掲載し、その
成果を学内外で共有できるようにした。 
③国内外の都市河川の調査と現状評価のプ
ログラムの実践：ネパール、横浜市の都市河
川の現状を現地の大学生と日本の大学生が
協働して調査し、各調査地点の河川の現状把
握、問題点の指摘、改善のための環境目標を
設定するプログラムを実施した（論文 3、7）。 
④温暖化による生物季節の調査と教育プロ
グラムの開発：米国、日本、韓国との共同研
究による温暖化に基づく生物調査結果のま
とめおよび桜祭りの参加者を対象とした温
暖化の意識調査を実施した。教育プログラム
の開発には至らなかった（論文 1、2、4）。 
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